
身近な水中☆ミクロの世界！
12月13日（土）
鹿本地区委員会
健全育成部主催、
子ども未来館共
催で「のぞいてみ
よう身近な水中ミ
クロの世界」を子
ども未来館で開
催しました。21名

の子どもと保護者40名程の参加でした。村山委員
長、唐澤子ども未来館館長の挨拶後、講師の高木先
生、本田先生指導のもと顕微鏡の使い方を教わりま
した。4種類の水、旧中川、鹿骨親水緑道、学校の
プール、海の水を観察しました。顕微鏡で肉眼では

見られない微生物の存在を見て「あっ！ いた」と声
を上げている姿にわくわく感が伝わって来ました。ス
マホで中の生き
物を撮る方法を
教わり嬉しそう
でした。地球温
暖化による環境
の変化で小さな
生き物の生 態
系、連鎖を考え
る事も必要と話
されました。これからも子どもたちに興味をもっても
らいまた、わくわくする体感がある活動を続けて行き
たいと思います。

令和7年11月16日(日)「しかもとたんけん隊」を
開催いたしました。
江戸川区青少年委員会子どもの文化体験研究
グループと青少年育成鹿本地区委員長を始め、
健全育成部の方 と々1年半をかけて地域の方々に
話を伺ったり，実踏を重ねて行いました。
当日は、中乃園（花卉園芸）、中代農園（亀戸大
根）、中代農園（小松菜）の3か所を見学させてい
ただきました。それぞれ代々受け継がれてきた伝
統があり、実際に話を聞き、土に植わっている作
物を見たり触ったり、収穫を手伝ったりとわくわ
くどきどきしながら体験ができました。
今後も、子どもたちに地域の誇れる伝統文化や

自然、産業、また人に触れる機会をつくり、郷土
愛を育み、人間性、社会性を高める場を継続して
地区委員会の行事としていただけることを願って
おります。
ご協力をいただきました方々に改めて感謝申し
上げます。ありがとうございました。

令和8年1月24日（土）鹿本地区委
員会コミュニティ・スポーツ部主催
の第２回「小学生ボッチャ交流
会」を鹿本小学校で開催致しま

した。ボッチャとは白い目標球
(ジャックボール)に最も近いボールを

投げたチームが勝つ競技です。
昨年、地区委員会で子ども達の健全育成の取り組
みの一つとして、「ボッチャ大会を開催したい」と言う
多くの意見があり開催した大会です。鹿本小学校、
鹿骨東小学校、本一色小学校の皆さんの6チームで
リーグ戦を行いました。今年は2回目とあって、ジャッ
クボールをどこに投げたらチームにとって有利なの
か、またジャックボールを当て外に出したら勝ちにつ
ながるかと、メンバーで話し合ってプレーしている姿

は昨年より大きく成長していることに感心しました。
最後のチームがゲームをしている時、空いている
コートがあるので、「参加校の学校長や地域の町会
長などがエキシビションで試合をします」とアナウン
スが流れると会場はワ～と大きな歓声に包まれまし
た。
ボッチャはユニバーサル
スポーツとして子供から熟
年者まで、障害のある方、
ない方全ての人が一緒に
楽しめるスポーツです。
参加者を多くするねらいとして、地域の人に声をか
け、参加して頂き、地域一帯となってボッチャを楽しみ
ながら健全育成をして行くことも、あるのかなと思う
大会でした。
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地域 イ ベ ン トで の 様 子の
各子ども会・町会・自治会の活動の様子です。

しかもとたんけん隊
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鹿　本

江戸川区ホームページにも掲載をはじめました。
右の QR コードからページに移ります。
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絵画コンクール絵画コンクール
環境をよくする運動環境をよくする運動

令和7年度

鹿骨松本小学校
マスコット

「あきあ」

鹿骨東小学校
マスコット

「しかごまる」

令和7年度鹿骨地区スポーツ連盟　大会結果
表彰項目

Aリーグ戦

Bリーグ戦
新人戦トーナメント大会

鹿骨低学年大会

トーナメント大会

興宮ファイターズ

興宮ファイターズ
興宮ファイターズ
本一色イーグルス
松の子スパークス
（連合チーム）
興宮ファイターズ

鹿骨三丁目スネークス
松の子スパークス
松の子スパークス
鹿骨三丁目スパークス

興宮ファイターズ

本一色イーグルス

優　勝 準優勝

区長賞や協議会長賞は
江戸川区のホームページ
に掲載してありますので
是非ご覧ください。

10月26日（日）鹿骨スポーツ広場に於いて、鹿骨地区ス
ポーツ連盟主催の合同閉会式が行われました。
鹿本少年野球連盟5チーム、鹿本少女ソフトボール連盟
１チームが所属しており、成績発表ではリーグ戦やトーナ
メントの上位チームを表彰しました。

第46回鹿骨地区
スポーツ連盟 合同閉会式 10

26
日

10月31日（金）に110周年記念式典が挙行されま
した。
第１部では4～6年生が立派な態度で式に臨み、
感謝と希望を言葉にして伝えました。

第2部では、低中高学年ブロックの表現運動、金管
バンドの演奏、金管バンド伴奏の全校児童による校
歌斉唱を行いました。練習の成果を十分に発揮する
ことができました。
また鶴岡市教育委員会教育長、姉妹校の鶴岡市
立朝暘第三小学校長のお二人も式典に参加してく
ださいました。
地域の皆様をはじめ、多くの方々のご協力で素晴

らしい周年記念式典となりましたことに感謝申し上げ
ます。校歌にありますように、「楽しい」そして「明るい
希望を抱くことができる」鹿本小学校を目指してこれ
からも進んでまいります。

鹿骨東小学校は開校5 0周年を迎えました。
半世紀にわたり地域の皆様や子供たちに温かく
支えていただいたことに、心より感謝申し上げます。
11月4日（火）の記念式典では、地域の方々や子供

たちと和やかに節目の日を迎え、笑顔に包まれなが
ら歩みを共に祝いました。子供たちの発想から生ま
れた記念キャラクター「しかごまる」は、子供たちに親
しまれ、新たな学校の象徴として輝いています。見守
り隊や各種ボランティアの皆様、PTA役員・保護者の
皆様には、日頃より学校運営や教育活動へのご理解
とご協力を賜り、深く感謝いたします。ふるさと学習や

伝統文化、国際交流、出前授業などで貴重な学びを
届けてくださる講師の皆様にも御礼申し上げます。
これまで支えてくださった皆様とともに、温かな学び
の場をこれからも築いてまいります。

鹿本小学校 開校110周年 記念式典

鹿骨東小学校 開校50周年 記念式典

11月1日（土）雲一つない素晴らしい晴天の下、
開校記念式典が挙行されました。
開校初年度の本校のスローガンは「あきらめずに
協力して新たな一歩をともにふみ出そう！」です。これ
は全学級から出された案を、代表委員会児童が集
約し決定したものです。
当日、児童はこのスローガンを胸に、記念式典に臨
みました。５・６年生は大変立派な態度で式典に参加
し、「お祝いの言葉」の呼びかけでは、ご臨席の皆様
から称賛の言葉をいただきました。
第２部では、開校記念式典児童実行委員が司会

として進行しました。各学年、開校をお祝いする気持
ちが随所に表れたボディパーカッション、群読、ボイス
アンサンブル、マーチングを披露しました。第２部の目
玉は、「全校児童による校歌斉唱」です。シンガーソ
ングライターの宇山基道様が作詞・作曲してくださり、
ご臨席の皆様には初めてのお披露目となりました。会

場内に響き渡る歌声に、涙を流される方もいらっしゃ
いました。
これから本校は、鹿骨松本地域の豊かな地域資
源を教育に取り入れ、児童が実際に自然に触れ、動
植物を育て、成長や収穫の喜びを味わう労作教育を
積極的に進めていきます。
地域の皆様が応援したくなるような学校を目指し

て、教職員一同尽力して参ります。今後とも温かいご
支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上
げます。

鹿骨松本小学校 開校記念式典

令和7年度環境をよくする絵画コンクールが実施
されました。鹿骨地区の小・中学校の皆さんに環境
をよくするためのメッセージを募集したところ、「地
球の温暖化で熱くなっている」「海のゴミを食べて
生き物が危ない」「ムンクの叫びを模して地球が叫
んでいる様子」「葛飾北斎の波の中にゴミが漂って
いる表現」、またSDGsでは「食べ物を残さず食べ
よう」「ヘルメットを被ろう」「飲酒運転はしない」
など大人に声をかけている作品も数多く表現され
ていました。応募された作品の中から区長賞39点、

協議会長賞64点が
選ばれ表彰されまし
た。
これらの絵画は、
環境強調月間にてポ
スターとして各町会・
自治会の掲示板に掲
示されます。皆様も
参考にされるようお
願いいたします。

協議会長賞協議会長賞

区長賞区長賞

「安全・安心まちづくり運動」鹿骨
　地区
12月6日（土）青少年育成京葉・鹿本地区委員会主
催の「安全・安心まちづくり運動」が実施されました。
今年も「自転車盗難防止」・「特殊詐欺防止」を防犯
意識向上の2つの重点テーマとし、中学生を中心に
「安全・安心まちづくり隊」を結成し、篠崎駅周辺で
啓蒙活動を行いました。篠崎第四小学校体育館に集
合し、鹿骨中学校の生徒7名、学校・地区委員・町会・
自治会・民生委員等の大人73名が参加しました。
開会式では、斉藤江戸川区長・須賀小岩警察署
長の来賓挨拶の後、中学生・大人を2班に分けて、
中学生全員が「自転車盗ゼロ」の標語が書かれた
タスキを胸にかけ、中学生を先頭に「自転車盗難
に気をつけて」と書かれたのぼり旗を持ち中学生・
大人の順で駐輪場・篠崎駅まで行進しました。
1班は篠崎駅周辺の歩行者に「自転車盗難防
止」・「特殊詐欺防止」ティッシュを配り啓蒙活動を
実施しました。2班は篠崎駅西口駐輪場（地下1階・

2階）で調査場所を中学生・大人で手分けし、一緒
に1台1台無施錠自転車のチェックをしました。その
後、篠崎駅前で1班・2班合流し篠崎第四小学校に
戻りました。今回、調査自転車数1138台、無施錠自
転車76台、約6.7％でした。開会式の須賀小岩警
察署長の挨拶の中で、今年の自転車盗難は10月末
まで330件、７割が無施錠の原因ですと話されて
いました。区の駐輪場でも、安心だと思わず、また、
その他の場所でも、「自転車を止めたら必ず施錠し
ましょう」「高齢者
への詐欺防止は、
電話で金の話は
絶対、特殊詐欺
です。だまされな
いよう気をつけて
ください」と話さ
れていました。
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